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１ シンガポール共和国の概要

ア ジアの 中心 に位置 する

シン ガポー ルは 、活気 溢れ

る、 世界有 数の 都市国 家で

す。 すばら しい ビジネ ス環

境、 世界各 地へ の優れ たア

クセ ス、そ して その革 新性

によ り、世 界中 で認知 され

るようになりました。

高 い生活 水準 、安定 した

政治 環境、 コス モポリ タン

、 、な装いの都市国家は 仕事

生活 いずれ をも 楽しめ る場

所として理想的です。

（１）気候

ケッペンの 気候区分においては、シンガポールは明確に区別できる季

節分け（四季 や雨季乾季）ができず、一年中気温と湿度が高くて降雨量

が多い熱帯雨林気候に属すると言われています。

しかし、実際に住んでいる国民は 月～ 月頃までを雨季と言ってお11 2

り、その時期 は北東モンスーンの影響で雨の降りやすい季節となってい

ます。雨が降ると言っても日本のように 日中降り続くことはなく、短1

時間（数分～数時間）で止みその後は青空が広がります。

（２）民族

多国籍国家 といわれるシンガポールを歩くと、多様な民族と接する

ことができま す。また、地下鉄内では、その言語の多さにも驚きます。

多くの国から 集まるシンガポールでは、多くの民族と宗教が仲良く共

存 し て い ま す 。 そ の 証 拠 と し て 、 イ ス ラ ム の 祝

日 、 仏 教 の 祝 日 、 ヒ ン ズ ー の 祝 日 な ど 、 各 宗 教

の 祝 日 が ナ シ ョ ナ ル ホ リ デ ー と し て 位 置 づ け ら

れています。

中国系 ７５％ 仏教 ３３％

マレー系 １５％ キリスト教 １８％

インド系 ８％ イスラム教 １５％

その他 ２％ 道教 １１％

ヒンズー教 ５％

その他 １％

無宗教 １７％



（３）歴史

シンガポールには、ラッフルズホテル、ラッフルズシ

ティー、ラッフルズ学院など「ラッフルズ」という名を

冠に し た場 所や 通り 、 学校 、企 業 が多 く あり ます 「ラ。

」 、 「 」ッフルズ とは シンガポールの歴史において 建設者

として特別な地位を与えられた人物、トーマス・スタン

フォード・ラッフルズです。

ラッフルズは、ロンドンと西インドを往復する小さな

定期船の船長を父とする家庭に生まれ貧しい幼少期を過

ご し ま し た 。 そ の 後 、 歳 で イ ギ リ ス 東 イ ン ド 会 社 の14

臨時職に就き家計を助けていました。イギリス東インド

会社は、香辛料貿易の特許を得て膨大な利益を生み出し

ま し た 。 会 社 は そ の 勢 力 を 拡 大 す る と と も に 、 ラ ッ フ

ル ズ は マ レ ー シ ア の ペ ナ ン の 商 館 へ 赴 任 し そ の 後 、 ジ

ャワ副総督、ベ ンクーレン副総督の任に就いて、イギリスのアジア植民地

政策の決定に重 要な役割を果たすようになりました。ラッフルズは、あら

ゆる面でシンガ ポールをアジア貿易の中心地にしようとしました。中継貿

易の拠点として 栄え、３年も経たないうちに名もない漁村が、１万人以上

が住む大きな活気ある町になり、商業が活発に行われ始めました。

（４）教育制度

シンガポールは 年 (経済協力開発機構）が実施している2012 OECD

調 査の 結 果 、 数 学 的リ テ ラ シ ー２ 位 (日 本 ７位 、 読解 力３ 位 (日PISA ）

本 ４ 位 、 科 学 的 リ テ ラ シ ー ３ 位 (日 本 ４ 位 、 とい う 好 結 果 を 残し て） ）

います。 年 からの参加のためそれ以前のデータはないが、いずれ2009

の分野においても世界を牽引するほどの高い学力を有しています。

今回の派 遣の目的の一つでもあるシンガポールの教育制度を現地ロ

ーカル校などの訪問を通して学ぶ機会が得られました。

【受験制度】クラス編成テスト 小学校４年生・６年生

中学校入学受験 小学校６年生 全児童

仏 教 寺 院 仏 歯 寺

ヒンズー寺院

スリ・マリアマン寺院

イスラム寺院

サルタン モスク

シンガポール建設者

ラッフルズ



高校受験

大学受験

※４年 生のテストでつまずいてしまうとその後のクラス編成で取

り返 すためには、相当の努力が必要になるため小学校入学から

子どもたちは塾に通うなどして勉学に精を出している。

。 、 、※中学には４種類の校種がある 総合プログラム エクスプレス

ノーマル（普通 、ノーマル（技術 。総合プログラムに入学す） ）

ると ４～６年の学習期 間を経て、 レベルの大学入学の資格をA

有す ることができるなど、そのレベルの中学校によって、受験

資格を得られる高校、大学がほぼ決定する。

【 】 、 。校区 校区を設けていないため 保護者が学校を自由に選択できる

、 。そのため 学校での特色ある教育を実現しようと懸命である

【中学校の種別】

・ ～４－６年制。 最も高いレベルの校種。Specialised School

中高一貫教育で、大学への進学では受験する。

・ レベル ～４年制GCE'O'

全校種の高校受験資格を得ることができる。

・ レベル ～４－５年制GCE'O'/'N'

全校種の高校受験資格を得ることができる。

レベルよりは下位レベルのため、上級校への希O

望は厳しい。

・ レベル ～４年制GCE'N'

） 。ITE SCHOOL(職業訓練校 への入学資格が得られる

・ レベル ～２－４年制ISC

） 、 。ITE SCHOOL(職業訓練校 への入学か 就職コース

【高校の種別】

・中高一貫 ～ 大学レベル

・ ～ 普通高校Junior College

・ ～ 専門科Polytechnics

・ ～職業訓練校ITE

シンガポール の国立大学は、シンガポール国立大学、南洋理工大学が

発表ありシンガポール大学は、高等教育専門誌 か らTimes Higher Education

さ れ た も の に よ る と ２ ６ 位 （ 東 京 大

学２３位 ）南洋理工大学は７６位、

（ 京 都 大 学 ５ ２ 位 ） に ラ ン ク さ れ て

います。

多 国 籍 国 家 に あ る 大 学 だ け に 、 世

界 各 国 か ら 留 学 生 を 受 け 入 れ 、 グ ロ

ー バ ル な 世 界 に 開 か れ た 大 学 と し て

も知られています。

シンガポール国立大学



シンガポール政府が教育予算として計上し

ている額は、国家予算の ％前後です。徴20

兵制度のあるシンガポールの国防費が国家予

算 の ％ と な っ て い ま す の で 、 国 防 費 に 次25

ぐ予算となります。この比率から見ても教育

へかける国の姿勢を感じ取ることができま

す。

授業はほとんどが討論形式で行われます。

子どもたちは、自分の考えを論理的に説明す

。 、るということを徹底されています そのため

必ず自分の考えを手元の小さなホワイトボー

ドに書いて意思表示をする姿が印象的でし

た。

ローカル校は、２カ国語を学びます。一つ

は英語。もう一つは母国語です。多国籍です

ので中国語、マレー語、タミール語などを学

ぶ児童が多いようです。

（資料）シンガポールの教育制度

ローカル校授業風景

充実した蔵書を保つ図書館



２ シンガポール日本人学校小学部チャンギ校の特色ある教育活動

本校は「確 かな学びと国際感覚豊かな子どもの育成」の学校テーマの

もと、シンガ ポールという南国の地と多国籍文化をもつという国の特色

を教育活動に も反映させた様々な特色ある教育活動を展開しています。

以下にいくつかの特色ある活動を紹介します。

（１）イマージョン授業

音 楽 と 体 育 の 授 業 は 、 現 地 の 講 師

が 英 語 で 学 習 を 進 め ま す 。 水 泳 授 業

は 、 １ ～ ６ 年 生 で 週 に １ 時 間 。 音 楽

は １ ～ ３ 年 生 で 週 に １ 時 間 行 わ れ ま

す。

シ ン ガ ポ ー ル の 公 用 語 で あ る 英 語

に 日 常 的 に 触 れ ら れ る よ う に し て い

ます。

（２）英会話

英 会 話 は １ 年 生 ～ ６ 年 生 ま で 週 に

３ 回 行 い ま す 。 ク ラ ス は １ ３ ク ラ ス

の 少 人 数 指 導 で 行 い ま す 。 現 地 英 会

話 講 師 が 、 個 々 の レ ベ ル チ ェ ッ ク を

行 い 、 レ ベ ル 別 ク ラ ス に 分 け ら れ ま

す。

日 本 人 の 英 語 主 任 は 、 主 に 週 １ 時

間 の フ ォ ニ ッ ク ス （ 発 音 ） と グ ラ マ

ー（文法）指導を担当します。

学校で年に２回の英語検定試験も受

け ら れ る た め 、 準 １ 級 を め ざ し て 英

会 話 の 学 習 に 力 を 入 れ る 児 童 が 多 く

い ま す 。 ま た 、 保 護 者 の 関 心 と 期 待

。が非常に大きい教育活動の一つです

（３）民族音楽

年 に １ 度 、 シ ン ガ ポ ー ル の 音 楽 団

体 に よ る 音 楽 演 奏 を 鑑 賞 す る 民 族 音

楽 の 時 間 が あ り ま す 。 多 国 籍 国 家 で

あるシンガポールであるため、チャイ

ナ 系 、 イ ン ド 系 、 マ レ ー 系 の 音 楽 団 体

を３年に１度のサイクルで招待するため

様々な民族音楽に触れることができます。

現地スタッフによる水泳授業

少人数で行われる英会話授業

現地音楽団体による民族音楽



（４）外国語活動

週 ３ 時 間 の 英 会 話 の 他 に 週 １ 時 間

の 外 国 語 活 動 も 日 本 の 学 校 と 同 じ よ

うに行います。

担 任 が 授 業 を 進 め 、 英 会 話 講 師 が

。発音などのお手伝いをしてくれます

特 色 が あ る の は 学 習 内 容 に あ り 、

実 際 に 学 校 近 く の ホ ー カ ー セ ン タ ー

（ 屋 台 ） へ お 昼 ご 飯 を 食 べ に 行 き 、

学 習 し た 会 話 ス キ ッ ト を 用 い て 注 文

をしたり、会話をしたりします。その

他に現地校との交流で用いる会話の事

前練習、修学旅行での荷物の預け方な

ど日常生活に直接生かすことができる

内 容 を 中 心 に 年 間 ３ ５ 時 間 学 習 し ま

す。

（５）民族衣装デー

中国の旧正月（チャイニーズ・ニュ

ー・イヤー）に合わせて「民族衣装

デー」を設定しています。この日は、

世界各国の民族衣装を着用して登校し

ます。児童とともに教員・スタッフも

一同に思い思いの民族衣装を着用しま

す。世界の国々の文化を知ることので

きるよい機会となっています。

（６）ライオン・ドラゴンダンス

「 民 族 衣 装 デ ー 」 と 同 日 に 中 国 の 旧

（ ）正月 チャイニーズ・ニュー・イヤー

を祝う伝統の踊り「ライオン・ドラゴ

ンダンス」鑑賞を行います。

中国の伝説では、怪物のような生き

物ニエンが畑や作物、家畜を毎年チャ

イニーズ・ニュー・イヤー前夜に破壊

しにきたそうで、その暴威を終わらせ

るため、村人たちは竹や紙を使ってあ

る動物の恐ろしい模型を作り、大きい

太鼓を打つ音とともに、パペットのよ

うに操ってそのどう猛なニエンを怖が

らせました。

村 人 の 精 巧 な 計 画 は 成 功 に 終 わ り 、

そ れ 以 来 ラ イ オ ン ダ ン ス は そ れ を 祝 う

ために毎年行われるようになりました。

店員に注文する児童

注文したメニューでお昼ご飯

様々な国の民族衣装で登校する児童

1500年以上の歴史をもつ

アクロバティックなダンス



（７）特別支援教育

在 外 教 育 施 設 に お い て 、 特 別

支 援 教 育 シ ス テ ム を も ち 、 独 自

に 就 学 支 援 委 員 会 を 開 き 、 編 入

学 の 手 続 き を し て い る 学 校 は 数

少 な い の で は な い で し ょ う か 。

本 校 で は 、 通 常 の 学 級 に 在 籍

を 置 い て 、 特 別 支 援 教 室 へ の 通

級 と い う 形 を と り 、 個 別 の 支 援

を行っています。特別支援教室の

担当教諭は、文科省からの派遣教

員がコーデ ィネーターを務め、現地採用教員、専任講師の合計４名体

制で 名の児童を担当しています。10

特別 支援教 室は、 ３教室 ありそのクラ スは 、自立を主と して学習す

る「チャレンジ１ 、学習のサポートを主とする「チャレンジ２ 。週」 」

２時間の通 級でその児童に応じた支援を行う「グローイング」という

３つのクラスに分かれています。詳細は以下の通り。

年 に ６ 回 保 護 者 と の 個 人 懇 談 を 学 級 担 任 ・ コ ー デ ィ

ネ ー タ ー ・ 支 援 教 室 担 当 教 諭 を 交 え て 行 っ て い ま す 。

学 校 で の 様 子 や 今 後 の 指 導 方 針 、 進 路 等 に つ い て の 情

報 交 換 を 行 い 、 家 庭 と の 連 携 を 密 に 図 っ て い く よ う に

しています。

年に1回のまとめの発表会

チャンギ校特別支援教育組織図

※特別支援学級ではなく、特別支援教室

※ 通級と は普 通学 級から 特別 支援 教室へ 行く こと。 通常 学級 に籍を 置く

※１０名の定員。

（毎年ウェイティングがあるため、その解消へ向けての制度作りを進めている ）。

特 別 支 援 教 育 部

一人ひとりの児童に応じた「個別の支援計画 「個別の支援計画」の作成」

チャレンジ１

校外学習や調理活動

などの体験型学習と児

童の実態に合わせた内

容で国語・算数などの

支援を行う。

チャレンジ２

通級の時間数を増や

し、国語・算数など教

科学習の支援を中心に

行う （児童の実態に。

合わせ、生活単元学習

や自立活動の支援も行

う ）。

グローイング

週２時間程度通級し

て教科学習の補充指導

を行う。



３ ３年間の赴任を終えて

シン ガポ ー ル日 本人 学校勤 務と シンガ

ポ ール 共和 国 での 生活 から実 に多 くのこ

と を学 ぶこ と がで きま した。 その うち歴

史 と平 和に つ いて 改め て学ぶ 機会 があり

ました。

シン ガポ ー ル共 和国 は日本 軍に よる占

領 が終 戦ま で の３ 年半 続いま す。 その戦

時 中の 出来 事 が分 かる ミュー ジア ムが本

校 から バス 停 ４つ のと ころに あり ます。

このチャンギミュージアムには、日本軍が

マ レ ー シ ア ・ シ ン ガ ポ ー ル 侵 攻 の 際 に 残

。された写真や手記等が展示されています

本 校 ６ 年 生 も 歴 史 の 学 習 と し て 見 学 に 行

き ま し た 。 シ ン ガ ポ ー ル か ら の 視 点 で 展

示 、 説 明 が 書 か れ て お り 、 日 本 と は 違 っ

た 視 点 か ら 戦 争 の 事 実 に 目 を 向 け る こ と

ができました。

最 も 印 象 的 で あ っ た の は 、 見 学 の 際 に

通 訳 と し て お 世 話 に な っ た 保 護 者 の 方 で

。インドネシア国籍を持つ方のお話でした

『私たちインドネシア人は、決して日本の

人々を憎んだり、恨んだりしたりはしてい

ません。イン ドネシアには、今も日本軍が作った道路や水道などのライ

フラインが役 立っています。私たちの今の生活を支えてくれているのも

日本の人々の おかげなのです。昔の暗い歴史は変えられませんが、これ

からの未来は変えられるのです 』という言葉でした。。

シンガポールでも日本と同じく、多くの戦争資料館を管理したり、戦

争跡地を整備 したりしながら後世に戦争の怖さ、平和の尊さについてを

伝えていまし た。平和の尊さについて、シンガポールにいたからこそ海

外からの視点 で感じ取れたこと、知ることができた事実、今に生きる人

々の声を今後 、教育活動の中で、これからを生きる子どもたちに伝えて

いきたいと思います。

日本軍上陸跡地

チャンギミュージアム見学

シンガポール日本人学校 小学部 チャンギ校

マーライオンと立ち並ぶオフィスビルタワー


